
明
治
末
か
ら
大
正
初

年
に
発
行
さ
れ
た
三
冊

の
『
伊
那
の
華
』（
原
勇

馬
編
・
発
光
堂
刊
）

は
、
伊
那
谷
最
初
の
美

術
誌
と
も
言
わ
れ
、
当

時
伊
那
谷
に
あ
っ
た
書

画
の
名
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
壱
號
に
は
２６

作
品
、
弐
號
に
は
２７
作

品
、
参
號
に
は
２５
作
品

が
そ
れ
ぞ
れ
載
っ
て
い

る
。こ

こ
で
は
そ
れ
ら
の

作
品
と
作
者
を
概
観

し
、
そ
の
傾
向
や
特
色

等
を
考
察
し
て
み
た

い
。
作
品
は
古
美
術
名

家
や
著
名
物
故
作
家
の

も
の
だ
け
に
、
そ
の
真

贋
や
鑑
定
と
か
い
う
問

題
が
つ
き
ま
と
う
が
、

本
稿
で
は
記
載
通
り
に

考
え
、
特
に
私
見
は
加

え
な
い
。

ま
ず
は
絵
画
で
あ

る
。
絵
は
山
水
画
・
花

鳥
画
・
動
物
画
・
人
物

画
等
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
作
家
に

こ
だ
わ
り
、
作
者
を
中

心
に
考
え
る
。
最
初
に

日
本
美
術
史
上
よ
く
耳

に
す
る
著
名
作
家
を
挙

げ
る
と
、
室
町
時
代
の

周
文
（
生
没
年
未
詳
）

・
相
阿
弥
（
〜
一
五
二

五
）、狩
野
派
中
興
の
祖

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二

〜
一
六
七
四
）、江
戸
中

期
の
文
人
画
家
池
大
雅

（
一
七
二
三
〜
一
七
七

六
）
・
与
謝
蕪
村
（
一

七
一
六
〜
一
七
八
三
）、

江
戸
南
画
の
大
成
者
谷

文
晁
（
一
七
六
三
〜
一

八
四
〇
）、そ
の
門
人
渡

辺
崋
山
（
一
七

九
三
〜
一
八
四

一
）
等
で
あ

る
。他

に
順
不
同

で
記
す
と
、
京

都
四
条
派
の
祖
松
村
呉

春
（
一
七
五
二
〜
一
八

一
一
）、そ
の
弟
松
村
景

文
（
一
七
七
九
〜
一
八

四
三
）、円
山
応
挙
の
門

人
長
沢
蘆
雪
（
一
七
五

四
〜
一
七
九
九
）、岸
派

の
祖
岸
駒
（
一
七
五
六

〜
一
八
三
八
）、大
阪
文

人
画
壇
の
岡
田
半
江

（
一
七
八
二
〜
一
八
四

六
）、花
鳥
画
を
得
意
と

し
た
名
古
屋
の
山
本
梅

逸
（
一
七
八
三
〜
一
八

五
六
）、京
都
呉
春
門
の

岡
本
豊
彦
（
一
七
七
三

〜
一
八
四
五
）、崋
山
に

学
ん
だ
椿
椿
山
（
一
八

〇
一
〜
一
八
五
四
）
等

で
あ
る
。

珍
し
い
作
者
と
し
て

は
、
長
崎
に
渡
来
し
た

清
代
の
画
家
沈
南
蘋
、

臨
済
宗
中
興
の
祖
白
隠

（
一
六
八
五
〜
一
七
六

八
）、書
画
両
方
を
よ
く

し
た
京
都
の
儒
学
者
皆

川
淇
園
（
一
七
三
四
〜

一
八
〇
七
）、飯
田
と
も

関
係
の
あ
る
勤
王
の
画

家
浮
田
一
�
（
一
七
九

五
〜
一
八
五
九
）
等
で

あ
る
。

比
較
的
新
し
い
近
代

の
作
家
と
し
て
は
、
京

都
南
画
壇
の
重
鎮
田
能

村
直
入
（
一
八
〇
四
〜

一
九
〇
七
）、漆
芸
家
と

し
て
も
名
高
い
柴
田
是

真
（
一
八
〇
七
〜
一
八

九
一
）、明
治
期
の
文
人

画
家
田
崎
草
雲
（
一
八

一
五
〜
一
八
九
八
）
等

で
あ
る
。

こ
れ
ら
作
家
の
中

に
、
郷
土
出
身
の
画
家

鈴
木
芙
容
（
一
七
八
二

〜
一
八
六
一
）
が
入
っ

て
い
る
。
意
外
な
こ
と

に
、
同
じ
く
伊
賀
良
出

身
で
、
池
大
雅
に
師
事

し
た
佐
竹
蓬
平
（
一
七

五
〇
〜
一
八
〇
七
）
は

載
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
儒
学
・
国
学
・
詩

文
等
に
通
じ
、
当
地
に

二
度
も
来
飯
し
た
富
岡

鉄
斎
（
一
八
三
六
〜
一

九
二
四
）
の
作
品
も
無

い
。
共
に
地
域
に
は
作

品
数
も
多
か
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
ま
だ
今
日
ほ

ど
評
価
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

更
に
怪
訝
な
こ
と

に
、
当
地
出
身
の
画
聖

菱
田
春
草
（
一
八
七
四

〜
一
九
一
一
）
の
名
と

作
品
が
ど
こ
に
も
無

い
。
そ
う
思
っ
て
み
る

と
、
今
な
ら
真
っ
先
に

紹
介
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

横
山
大
観
・
西
郷
孤
月

等
、
誰
一
人
紹
介
さ
れ

て
い
な
い
。
日
本
画
の

革
新
に
尽
力
し
た
日
本

美
術
院
の
画
家
た
ち
の

理
解
や
評
価
が
不
十
分

だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

か
。以

上
の
通
り
、
こ
の

頃
、
当
地
で
珍
重
さ
れ

て
い
た
絵
画
は
、
近
代

絵
画
で
は
な
く
、
江
戸

時
代
中
・
後
期
に
活
躍

し
た
著
名
画
家
の
作
品

が
多
く
、
今
日
と
は
ま

た
違
っ
た
様
相
を
呈
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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鈴木芙蓉画「廊郭山水」

岸駒画「猛虎図」
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